
Scientific Data

日時：

会場： 本郷キャンパス 医学図書館 3F 333 会議室
参加無料・定員 100 名

参加方法：

メールのタイトル ： Scientific Data seminar

申込み先 本部情報基盤課学術情報リテラシー担当宛てに、 以下のメールをお送りください

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

主催：東京大学本部情報基盤課学術情報リテラシー担当　共催：医学図書館　協力：ネイチャー・パブリッシング・グループ

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html 03-5841-2649 （内線 22649)
literacy@lib.u-tokyo.ac.jpお問合せ先 ： 東京大学本部情報基盤課学術情報リテラシー担当

）

※東京大学にご所属の方ならどなたでも参加できます。

※障害がある方で会場設備等に配慮が必要な方は事前にご連絡ください。

申込み先
※東京大学所属者限定

2016年3月8日（火）15:00～16:30

情報探索ガイダンス 2016.3

本郷キャンパス

正門 赤門

龍岡門
医学図書館

通行止

@gacos_utokyo

プログラム

■15:20-16:30
　 Gaining credit for sharing research data
                                         ‒  Data publishing with Scientific Data  ( English )   

■15:00-15:20
　 データ公開における出版社の役割と Scientific Data：イントロダクション ( 日本語 )
     新谷洋子　( オープンリサーチ　マーケティングマネージャー , Nature Publishing Group) 

受付
14:45 ～（

データを公開する
ことで、
作成者のメリット
はあるの？

信頼できるデータ
を再利用できたら
いいな。

研究データを公開し業績とするデータジャーナル

データを
扱う方
必見！

Subject 
本文 ： (1) 氏名 (2) 身分 (3) 所属 (4) 専攻分野 (5) 講師への質問 

Name Grade/Position Affiliation Major Question to the lecturer

Please send us E-mail

Message 

Medical LibraryHongo Campus

Dr. Varsha Khodiyar  (Data Curation Editor, Scientific Data, Nature Publishing Group)

Learn about Scientific Data, a data journal issued by Nature Publishing Group, which encourages 
researchers to share reusable data and publish them for credit.  In this seminar, Data Curation 
Editor of Scientific Data explains how they perform peer review, desirable qualities of data and 
themes for submission.
Scientific Data はデータを引用可能な文献として、業績になるような形で出版し、データ公開に
インセンティブを与えるデータジャーナルです。このセミナーでは Scientific Data でどのようにデータ論文の
査読を行っているのか、編集者の視点からデータの質や投稿にふさわしいテーマなどを解説します。

Members of the University of Tokyo only


